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議事日程 

         諸般の報告 

      第１ 会議録署名議員の指名 

      第２ 会期の決定 

      第３ 議第５７号から議第７８号まで一括上程 

         （平成２７年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 他２１

件） 

         提案理由説明 

      第４ 決算特別委員会の設置及び委員の選任 

         諸般の報告（決算特別委員会の正副委員長の互選結果の報告） 

市長提出議案 

     議第５７号 平成２７年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 

     議第５８号 平成２７年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

     議第５９号 平成２７年度野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

     議第６０号 平成２７年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

     議第６１号 平成２７年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

     議第６２号 平成２７年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

     議第６３号 平成２７年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

     議第６４号 平成２７年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

     議第６５号 平成２７年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

     議第６６号 平成２７年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につい
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て 

     議第６７号 平成２７年度野洲市水道事業会計決算の認定について 

     議第６８号 平成２８年度野洲市一般会計補正予算（第２号） 

     議第６９号 平成２８年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

     議第７０号 平成２８年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

     議第７１号 平成２８年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

     議第７２号 平成２８年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号） 

     議第７３号 平成２８年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号） 

     議第７４号 野洲市図書館条例の一部を改正する条例 

     議第７５号 野洲市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

     議第７６号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（こどもの家） 

     議第７７号 滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更について 

     議第７８号 第２次野洲市環境基本計画の策定について 

開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（市木一郎君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから平成２８年第３回野洲市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。 

 出席議員は、１９人全員であります。 

 本日の議事日程は、既に配付いたしました議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職氏名は、お手元の文書のとおり

です。 

 また、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、第２５期野洲市湖岸開発株式

会社事業報告書及び財務諸表並びに第２６期野洲市湖岸開発株式会社事業計画書及び財務

諸表が、また、地方自治法第１８０条第２項の規定に基づき専決処分報告書が、さらに、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき健全化判断比率及

び資金不足比率の報告がそれぞれ市長から提出され、お手元に配付しておきましたので、

ご確認願います。 
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 （日程第１） 

○議長（市木一郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、第９番、栢木進議員、第１０番、

上杦種雄議員を指名いたします。 

 （日程第２） 

○議長（市木一郎君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１６日までの２３日間にいたしたいと思います。これ

にご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（市木一郎君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月１６日まで

の２３日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、配付済みの会期日程のとおりであります。 

 （日程第３） 

○議長（市木一郎君） 日程第３、議第５７号から議第７８号まで、平成２７年度野洲市

一般会計歳入歳出決算の認定について他２１件を一括議題といたします。 

 事務局長が、議案を朗読いたします。 

○議会事務局長（立入孝次君） おはようございます。朗読をいたします。 

 議第５７号平成２７年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について他決算認定１０件、

議第６８号平成２８年度野洲市一般会計補正予算（第２号）他補正予算５件、議第７４号

野洲市図書館条例の一部を改正する条例他条例改正１件、議第７６号指定管理者の指定に

つき議決を求めることについて（こどもの家）他その他の案件２件。 

 以上でございます。 

○議長（市木一郎君） 議案の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求めま

す。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） 議員の皆さん、おはようございます。 

 本日ここに、平成２８年第３回野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆

様には、全員ご出席を賜り厚くお礼申し上げます。 

 それでは、今議会に提案いたします議案につきましてご説明申し上げます。 
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 本定例会におきましては、議案としまして、平成２７年度決算の認定１１件、平成２８

年度補正予算６件、条例の改正２件、その他３件の合計２２件につきまして、ご審議をお

願いするものですので、よろしくお願い申し上げます。 

 まず、議第５７号から議第６７号までの平成２７年度各会計決算の認定についてご説明

申し上げます。 

 まず、議第５７号一般会計歳入歳出決算については、歳入決算額は２４３億２，７０２

万４，５３２円、歳出決算額は２３７億８，４６０万１，６５３円で、歳入歳出差引額は

５億４，２４２万２，８７９円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の４，１２９万９，０

００円を控除した実質収支額は５億１１２万３，８７９円となりました。 

 平成２７年度決算の特徴を申し上げますと、歳入につきましては、景気の回復基調を背

景としまして、前年度と比較しますと法人市民税で約９億８，０００万円の増収となった

ことから、当初に予定しておりました財政調整基金の取り崩しを取りやめたところであり

ます。 

 一方、歳出では市民の安心と安全の実現に向けまして、新クリーンセンター施設整備を

はじめ、こども園の整備、野洲駅、篠原両駅の周辺整備、雨水幹線整備など緊急度・優先

度の高い事業を着実に進め、厳しい財政状況ながらも、後年度の備えとして財政調整基金

への積み増しを行ったものです。 

 次に、議第５８号国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算については、歳入決算額は５

５億１，５７８万２，２４８円、歳出決算額は５４億３，４０３万７，２９５円で、歳入

歳出差引額は８，１７４万４，９５３円となりました。なお、歳入決算額には、保険給付

費等の推移を見込み、財政調整基金からの繰入金１億円が含まれております。 

 次に、議第５９号後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算については、歳入決算額は４億

９，３８１万４，３３８円、歳出決算額は４億８，２７０万８，７６７円で、歳入歳出差

引額は１，１１０万５，５７１円となりました。 

 なお、決算剰余金のうち、１，０７６万６，０００円につきましては、平成２８年度に

繰り越して滋賀県後期高齢者医療広域連合へ納付すべき保険料相当額となっております。 

 続きまして、議第６０号介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算

額は３６億３，９９５万３，３２７円、歳出決算額は３６億１，７１１万５，６２９円で、

歳入歳出差引額は２，２８３万７，６９８円となりました。 

 保険給付費では、対前年度比で約９，０５０万円、率にしまして２．８％の増となりま
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した。 

 続きまして、議第６１号地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算については、

歳入決算額及び歳出決算額とも７，４５０万円となっております。 

 貸付資金の一部について、償還元金が増額となったことから、対前年度比で３１．２％

の増となりました。 

 次に、議第６２号下水道事業特別会計歳入歳出決算については、歳入決算額は２０億６，

５７８万１，１３２円、歳出決算額は１９億３，０７２万６，５７４円で、歳入歳出差引

額は１億３，５０５万４，５５８円となりました。下水道の使用料収入を前年度と比較し

ますと、約２２９万円、率にして０．２％の微増となっております。 

 次に、議第６３号墓地公園事業特別会計歳入歳出決算については、歳入決算額は１，５

０３万７，２４５円、歳出決算額は１，３９６万４，３５８円で、歳入歳出差引額は１０

７万２，８８７円となりました。 

 続きまして、議第６４号基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算については、歳入

決算額は１，３８８万３，０９８円、歳出決算額は１，３８７万９，０００円で、歳入歳

出差引額は４，０９８円となりました。 

 次に、議第６５号工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算については、歳入決算額は

１６億４，７９５万１，９２４円、歳出決算額は１６億４，７８４万９，２５６円で、歳

入歳出差引額は１０万２，６６８円となりました。 

 次に、議第６６号土地取得特別会計歳入歳出決算については、歳入決算額及び歳出決算

額はいずれも６億６，７６５万６，８３８円となりました。 

 野洲駅前に保有する市民活動拠点施設等整備用地の元金償還の開始、また国道８号バイ

パスの用地取得費の増により、対前年度比で約６億５，６００万円、率にして５，８３４．

７％の大幅な増となっております。 

 議第６７号水道事業会計決算については、まず、収益的収入及び支出についてですが、

収入決算額が９億２４万１，２１５円に対し、支出決算額が８億８，２９０万２，６４０

円で、収支差引額は１，７３３万８，５７５円の黒字決算となりました。平成２７年度に

おきましても、給水収益が減少する中、経営改善による支出の抑制をしたことが要因と見

ております。なお、税引き後では１，４７４万３，４４４円の純利益を計上することがで

きました。 

 次に、資本的収入及び支出については、収入決算額が２，４６１万１，３８８円に対し、
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支出決算額が２億３，０９３万７，２４６円で、資本的収入が資本的支出に対して不足す

る額の２億６３２万５，８５８円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び過年度

損益勘定保留資金で補塡をしております。 

 次に、議第６８号から議第７３号までの平成２８年度野洲市一般会計補正予算及び特別

会計補正予算について、概要をご説明申し上げます。 

 まず、議第６８号平成２８年度野洲市一般会計補正予算（第２号）につきましては、２

億８，３１８万２，０００円を増額するものです。 

 地方債の補正につきましては、野洲市消防団篠原分団詰所建築工事における起債協議に

より、緊急防災・減災事業において起債限度額を増額し、消防施設整備の起債限度額を廃

止するとともに、起債発行可能額の算定結果により臨時財政対策債の発行限度額を減額し

ようするものです。 

 続きまして、歳出の主な内容についてご説明申し上げます。 

 総務費では、財政管理費で平成２７年度一般会計の決算剰余金を地方財政法第７条第１

項の規定に基づき２分の１以上を財政調整基金に積み立てるため、２億５，５００万円を

追加するものです。 

 民生費では、児童対策推進事業費で、民間の医療機関開設に合わせて、新たに病児保育

事業を実施しようとする事業者に対し、施設整備に対する補助金を新たに追加するもので

す。 

 なお、病児保育事業については、野洲市子ども・子育て支援事業計画で、仮称野洲市民

病院整備の中で検討するとしてきたところですが、このたび、市内で小児科医院を開業予

定である医師から病児保育事業の計画が示されたことから、国の要綱に基づき、同事業を

委託する形で平成２９年４月から実施しようとするものです。 

 また、民間保育所施設整備補助事業費で、民間保育所の分園を開園されるにあたり、賃

貸物件の改修費用に対する保育対策総合支援事業費補助金を追加しております。 

 現在、市内では待機児童が発生しており、野洲駅南口周辺における保育サービスが十分

でない中、同地域において、市内の民間保育所を運営している社会福祉法人から低年齢児

を対象とした分園を開設する提案があり、本市の計画とも整合性があることから、開設に

向けた支援を行うこととしたものです。 

 次に、衛生費では、本年１０月から定期予防接種の疾病対象として追加されるＢ型肝炎

のワクチン接種に係る業務委託料を追加するものです。 
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 土木費では、都市公園管理費で、野洲川北流側帯公園整備事業において意見要望等を受

けて計画見直しを行い、設計委託料を減額するものです。 

 また、歳入につきましては、地方交付税において、普通交付税の算定結果により２，０

１６万３，０００円を減額するものです。 

 国庫支出金並びに県支出金においては、病児保育施設の整備、民間保育所分園の開園に

伴う修繕等に対し、交付金、補助金等所定の財源更正を行うとともに、繰入金では、野洲

川北流側帯公園整備事業の計画見直しに伴う地域振興基金繰入金の減額、過年度分の精算

に伴う介護保険事業特別会計繰入金の追加を行い、また、市債では、先ほどの地方債補正

の説明のとおり変更または廃止を行うものです。 

 次に、議第６９号平成２８年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、８，１７３万５，０００円を追加するものです。 

 補正の内容としましては、前年度の保険給付費の確定による国庫支出金及び療養給付費

交付金の精算や決算剰余金の一部を国民健康保険事業財政調整基金に積み立てるものなど

であります。 

 次に、議第７０号平成２８年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、１，０７６万６，０００円を追加するものです。 

 補正の内容としましては、後期高齢者医療広域連合納付金で、平成２７年度出納整理期

間中に収入いたしました保険料を、平成２８年度納付金として支出するものであります。 

 次に、議第７１号平成２８年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につき

ましては、７，３５１万２，０００円を追加するものです。 

 補正の内容といたしましては、前年度の介護給付費や地域支援事業の額の確定に伴い、

国、県、社会保険診療報酬支払基金及び市に対し交付金等を精算し、加えて前年度の人件

費及び事務費の精算により、一般会計繰出金について所要額を追加するものであります。 

 次に、議第７２号平成２８年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、１２６万６，０００円を追加するものです。 

 補正の内容としましては、決算剰余金を墓地公園整備基金へ積み立てるため追加するも

のなどです。 

 次に、議第７３号平成２８年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号）につきましては、

井口水源地のポンプ故障に伴う修繕料を追加するものです。 

 議第７４号図書館条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 
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 本議案につきましては、図書館協議会の委員の選定について、公募など、より広く意見

をいただけるような委員選定とするため、所要の改正を行うものです。 

 なお、本条例は公布の日から施行するものです。 

 議第７５号野洲市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例についてご説明

申し上げます。 

 本議案につきましては、下水道事業において経営成績や財政状況など、自らの経営状況

のより的確な把握を行い、事業の効率と透明性を向上させるため、地方公営企業法の全部

適用とすることから、本条例及び関連する１５条例の改正等を行うものです。 

 なお、本条例は平成２９年４月１日から施行するものです。 

 議第７６号指定管理者の指定につき議決を求めることについてご説明申し上げます。 

 こどもの家については、社会福祉法人野洲市社会福祉協議会を指定管理者として指定し

ているところですが、平成２９年３月３１日で期間が満了となることから、全てのこども

の家について、引き続き社会福祉法人野洲市社会福祉協議会を指定管理者とし、平成２９

年４月１日から５年間と定めて指定するにあたり、地方自治法第２４４条の２第６項の規

定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

 議第７７号滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更についてご説明申し上げます。 

 滋賀県市町村交通災害共済組合が実施する交通災害共済事業は、近年加入件数の減少や

災害見舞金の支給率上昇などで、平成２２年度からは毎年５，０００万円前後の基金を取

り崩すなど非常に厳しい財政運営が続いており、事業継続は大変難しい状況にあります。

そのため、平成２９年度の加入募集を最後に交通災害共済事業を廃止することに伴い、規

約を改正するため、関係地方公共団体が協議することについて、地方自治法第２９０条の

規定に基づき議会の議決を求めるものです。 

 なお、本規約は滋賀県知事の許可のあった日から施行されるものです。 

 議第７８号第２次野洲市環境基本計画の策定についてご説明申し上げます。 

 本議案につきましては、野洲市の自然環境の保全、限りある資源の有効活用、快適で安

心・安全なまちづくりに市民、事業者、行政など全ての主体が関わり、目標を持った活動

に関する計画を定めるため、野洲市議会基本条例第１１条第７号の規定に基づき議会の議

決を求めるものです。 

 なお、本計画は平成２９年４月１日から適用するものです。 

 最後に、この場をおかりいたしまして来る１０月の野洲市長選挙に立候補することにい
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たしましたので、議員の皆様、また市民の皆様にお伝えを申し上げます。 

 ２期８年の間、市民の皆様と力を合わせ市政の徹底的な透明化に努めると共に、学校耐

震化１００％達成、学童保育所倍増、子どもステージ、新クリーンセンターの整備、東消

防署の移転新築、雨水幹線事業、景観条例の制定、先進的な生活困窮者支援、特別支援教

育の充実、野洲駅前民有地買収と周辺整備構想の推進、市街化区域の大幅な計画的な拡大、

国道８号バイパス整備促進などのハード、ソフト両面で積極的な施策展開を図る一方、平

成２７年度財政調整基金が約２２億となるなど、財政健全化にも取り組んでまいりました。

このことは今議会に提案をいたしております決算認定、一面では景気の回復にも支えられ

ておりますが、そこにもあらわれていると考えます。 

 次期におきましては、駅前バイパス整備、都市計画、病院などの残る課題の解決並びに

特に子供の力が伸びる教育、児童、高齢者などの虐待防止、高齢者、障害者が地域で暮ら

せる地域づくりへの挑戦、文化、スポーツ、農業、観光振興などの真に市民の皆様が伸び

やかに安心して豊かに暮らしていただけるまちづくりを目指して、一層の透明性と適切な

まちづくりに取り組みたいと考えております。 

 改めまして、本議会に提案いたしました議案につきまして慎重、審議の上、ご議決賜り

ますことをお願いいたしまして提案説明といたします。（拍手） 

○議長（市木一郎君） 次に、議第５７号から議第６７号までの決算認定について、代表

監査委員の山川晋氏より、審査結果の報告を求めます。 

○代表監査委員（山川 晋君） おはようございます。野洲市の代表監査委員の山川です。 

 それでは、平成２７年度一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算審査の概要に

つきまして報告申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定に基づき、審査に付されまし

た平成２７年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況につきまして、

その内容を詳細に審査いたしましたところ、決算並びに附属書類ともに関係法令に準拠し

て作成されており、その計数は正確であり、いずれも予算に基づき適正に執行されている

ものと認めました。 

 平成２７年度一般会計においては、景気の回復を背景として、法人市民税の増収等から、

歳入では市税全体で前年度に比べ約９億７，９００万円の増収となり、財政調整基金や減

債基金等の取り崩しもなく財政運営をされるとともに、全ての特別会計においても、その

実質収支は黒字決算となりました。 
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 また、事務事業の執行におきましては、財源確保と経常経費の節減に努めながら執行さ

れました。 

 予算執行については透明、公正、公平と市民参加の仕組みをもとに、市民の幸せと安心

を確保するまちづくりを実現するために取り組みをされたところです。具体的には、平成

２８年度の操業開始に向けて新野洲クリーンセンター施設整備事業を進められると共に、

ゆきはたこども園の開園に向けた園舎建築工事事業、野洲駅周辺あるいは篠原駅周辺整備

事業を進められた他、浸水被害の解消に向けた雨水幹線の整備事業も継続して取り組まれ

ました。また、子育て支援や教育、高齢者福祉や障がい者への自立支援に向けたサービス

の提供、商工業、農林水産業など市民の安心・安全なまちづくりのための事業をはじめ、

さまざまな分野で積極的に取り組みが進められたところであり、関係各位のご尽力に深く

敬意を表するものであります。 

 さて、一般会計の決算状況でありますが、歳入決算額は２４３億２，７０２万４，５３

２円、歳出決算額は２３７億８，４６０万１，６５３円で、歳入から歳出を差し引いた額

は５億４，２４２万２，８７９円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の４，１２９万９，

０００円を控除した実質収支額は５億１１２万３，８７９円の黒字決算となったところで

す。 

 水道事業会計を除く特別会計全体の決算状況は、歳入決算額は１４１億３，４３６万１

５０円、歳出決算額は１３８億８，２４３万７，７１７円で、歳入から歳出を差し引いた

額は２億５，１９２万２，４３３円となり、実質収支額も同額の黒字決算となったところ

です。 

 市財政の根幹となります市税や国民健康保険税の徴収率と収入未済額につきましては、

市税の徴収率が９７．５％で、昨年度より０．５ポイント上昇しており、収入未済額は２

億２，６１８万８，６４１円でした。また、国民健康保険税は徴収率が７９．６％で、昨

年度より徴収率が０．９ポイント減少しており、収入未済額は２億６，２２７万５，４５

５円でした。地方税だけではなく、公営住宅の使用料などの税外収入につきましても、財

源確保及び負担の公平性のため、適切かつ効果的な対策を講じ、収納確保に努めていただ

くようお願いいたします。 

 経常収支比率は８２．２％であり、前年度の９０．６％から８．４ポイント改善しまし

た。主な要因は、法人市民税等の一般財源収入の伸びによるものです。今後も引き続き、

財政運営の硬直化や将来の財政負担に留意すべきものと考えられます。今後も市立病院整
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備事業等の大型事業や、福祉、教育分野の行政需要が増加する事業が見込まれ、多額の費

用が必要と思われます。行財政運営にあたっては、長期展望のもとに、多様化する市民ニ

ーズを的確に捉え、事業の必要性、費用対効果を総合的に判断していただき、また、今後

も引き続き財源の確保と適切な予算執行により一層の経費削減に努められ、みんなが住み

たい、住み続けたいと実感できるまちづくりの実現に向け努力されることを期待します。 

 次に、平成２７年度野洲市水道事業会計についてご報告申し上げます。 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき、審査に付されました野洲市水道事業会

計の決算並びに附属書類につきまして、その内容を審査いたしました結果、共に関係法令

に準拠して作成しており、証拠書類及び関係諸帳簿とも計数はいずれも正確であり、当年

度の経営成績及び財政状況は適正と認めました。 

 当年度の年間総配水量は７３９万８，８６４立方メートルで、有収水量は、６０６万５，

７０８立方メートルでした。有収率は８２．０％と、前年度に比べ０．６ポイント上昇し

ました。経営実績では、水道事業収益は税抜き金額で８億４，２７９万２，４７９円に対

し、支出の事業費用は税抜き金額で８億２，４０８万９，０３５円となり、差し引き１，

４７４万３，４４４円の純利益となりました。前年度に比べ３１２万３，０５５円の減額

となっています。 

 今後の経営見通しについて見ますと、費用面においては、耐用年数を過ぎた老朽管の更

新や施設の整備に係る経費等の多額の支出が見込まれます。そして、これらの投資に必要

な資金が十分にあるとは言えない現状です。また、給水収益においては、人口の増加が見

込めないことに加え、節水意識の向上や節水機器の普及等により大幅な水需要の伸びが期

待できない状況と考えられ、今後の経営は厳しい状況になるものと予測されます。したが

って、事業の運営にあたって、漏水調査などの実施と速やかな漏水対策を講じるとともに、

水道料金の収納率の向上を図られることを望みます。そして、今後とも常に企業としての

経済性を認識しながら、さらなる経費の節減と収益の確保に努められ、効率的な事業運営

を発揮し、市民に安心・安全・安定した水の供給に努めていただくことを期待します。 

 次に、財政健全化判断比率の審査においては、平成２８年度決算による実質赤字比率及

び連結実質赤字比率は、収支が黒字のため比率としてはあらわれません。実質公債費比率

につきましては１２．７％で、早期健全化基準の２５％を下回っており、昨年度と同率で

あり、可としたものです。また、将来負担比率は５３．３％と、早期健全化基準の３５０％

を下回っており、可としたものです。 
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 また、公営企業会計資金不足比率の審査につきましては、水道事業会計、下水道事業特

別会計、工業団地等整備事業特別会計はそれぞれ資金不足は発生しておらず、良好な状態

にあると認められます。 

 以上、簡単ではございますが、平成２７年度野洲市一般会計及び各特別会計歳入歳出決

算並びに公営企業会計決算の審査結果と意見を申し述べ、報告とさせていただきます。 

 なお、詳細につきましてはお手元の「平成２７年度野洲市一般会計及び各特別会計決算

並びに基金運用状況の審査意見書、資金不足比率審査意見書等」に記載をしておりますの

で、後ほどご覧いただきたいと存じます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

 （日程第４） 

○議長（市木一郎君） 日程第４、決算特別委員会の設置及び委員の選任を議題といたし

ます。 

 お諮りいたします。 

 議第５７号から議第６７号までの議案の審査等を行うため、委員会条例第６条の規定に

より、１７人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置いたしたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（市木一郎君） ご異議なしと認めます。よって、議第５７号から議第６７号まで

の議案の審査等を行うため、１７人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置するこ

とに決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、議会選出監査委員及び本職を除く１７人の議員を指名いたしたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（市木一郎君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました議会

選出監査委員及び本職を除く１７人の議員を決算特別委員会の委員に選任することに決し

ました。 

 暫時休憩いたします。 

            （午前 ９時３４分 休憩） 
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            （午前１０時００分 再開） 

○議長（市木一郎君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 市長より発言を求められておりますので、これを許可します。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） 先ほどの提案理由説明の中で、議第６７号水道事業会計決算につ

いての説明で、最後のところで過年度損益勘定留保資金で補塡をしておりますと言うべき

ところを、過年度損益勘定保留と申し上げましたので、保留を留保で訂正をお願いいたし

ます。失礼いたしました。 

○議長（市木一郎君） 続いて、代表監査委員より発言を求められておりますので、これ

を許可します。 

○代表監査委員（山川 晋君） 済みません。先ほど１カ所年数を間違えましたので、訂

正をしておわびいたします。財政健全化判断比率の審査においては、平成２７年度決算が

正しかったんですが、２８年と言ってしまいました。正しくは平成２７年度ですので、お

わびし、訂正いたします。 

○議長（市木一郎君） この際、諸般の報告をいたします。 

 休憩中に決算特別委員会が開催され、正副委員長の互選が行われ、結果について報告が

ありましたので、本職より報告いたします。 

 決算特別委員会委員長に第１８番、河野司議員、副委員長に第１６番、梶山幾世議員。 

 以上のとおり互選されましたので報告いたします。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 明８月２６日から８月３１日までの６日間は、議案調査のため休会といたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（市木一郎君） ご異議なしと認めます。 

 明８月２６日から８月３１日までの６日間は休会することに決定いたしました。 

 なお、念のため申し上げます。 

 来る９月１日は、午前９時から本会議を再開し、議案質疑、一般質問等を行います。 

 本日は、これにて散会いたします。ご苦労さまでした。（午前１０時０２分 散会） 
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